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徳之島産ピタヤ（ドラゴンフルーツ）の販路拡大の取り組み
として、東京の高級フルーツ専門店「新宿高野」で試食会を行
いました。これまで 2019 年、2020 年の２回実施。フルーツパー
ラーのシェフによるサラダやパフェが振る舞われ、参加者から
は「ピタヤに三色あることを知らなかった」「外国産とは味が違
う」との声が聞かれました。評判がよいことから、今後も生産
者や JA ピタヤ部会、鹿児島県東京事務所、JA 鹿児島県経済連
等の関係機関と連携して、首都圏に売り込むこととしています。 　農林水産課　☎ 0997-82-1111問
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～

【現在のタキンシャ】

【昭和 10 年頃】 【昭和 30 年頃】
（秋丸昌久氏提供）

東京の高級フルーツ専門店で徳之島産ピタヤ
　（ドラゴンフルーツ）の試食会を開催！




